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宇
治
茶
業
農
村

の
生
態

宇
治
茶
業
農
村
の
生
態

-
京
都
府
東
宇
治
町
木
幡
の
寛
恕調
査
よ
･Jl
l

山

岡

亮

一

太

稀
は
わ
た
く
し
た
ち
が
昨
年
九
月
初
句
に
京
都
府
字
蒲
郡
東
宇
治
町
木
幡
に
tTS
い
て

行

っ

た
巷

説
充
の
中
間
報
告
の
一都
で
あ
る
0
茶
果
鞄
冊
の
貨
闇
部
費
は
静
岡
闇
に
つ

い
て
は
昭
和
二
十
四
年
三
月
上
旬
に
農
林
省
塵
顎
綜
合
研
究
即
の
内
I;
牧
照
'
石
見
諏
明

の
両
氏
に
よ
っ
て
､
榛
原
那
Ⅸ
利
が
封
息
でIJし
て
な
さ
れ
､
胸
部
二
十
二
年
人
月
に
は
跳

東
串
作
散
骨
和
琴研
洗
骨
逃
合
食
に
よ
っ
て
B=
じ
-
按
願
那
金
谷
町
が
封
幾
LJJTUれ
そ
れ

ぞ
れ
和
名
が
最
知
慧

さ
れ
て
い
る
｡

静
岡
僻
の
茶
葉
の
日
本
茶
菓
に'
し
め
る
地
位
の
重
要
性
は
こ
ゝ
に
と
-

ま
.で
も
な
い
､
し
か
も
そ
こ
で
は
典
型
的

LJ_
商
蒙
的
農
業
の
費
展
が
行
わ

れ
､
経
常
の
擁
大
と

'
盤
的
化
の
二
重
の
過
程
が
同
時
に
進
1行
L
t
こ
れ

に
感
じ
て
農
民
層
の
分
解
が
招
弗
さ
れ
る
'
即
ち

7
方
の
趣

LJ
富
鍵
民
的

企
業
的
細
密
の
成
長
'
化
の
趣

に
於
け
る
貧
農

の
教
生
が
見
ら
れ
ろ
｡
茶

韓
に
和
げ
る
貰
業
的
細
密
の
出
現
と
同
時

に
'
興
茶
と
生
斐
賀

(
の
分
化

が
行
わ
れ
･
さ
ら
に
機
械
性

爪
の
将
大
に
つ
れ
て
･

一
方
で
は
大
親
横
な

機
械
憾
系
と
雇
傭
労
働
･U
を
持
つ
資
本
家
的
買
茶
熟
達
と
'
他
方
で
は
1ニ

尿
足
ら
ず
の
小
乗
旗
的

｢盛

翠
貿
｣
を
生
じ
た
o
こ
れ
ら
貧
農
暦
は
自
ら

の
労
働
力
を
近
隣
の
冨
虚
的
企
業
的
怒
菅

に
襲
っ
て
-
え
い
る
D

こ
ゝ
に

階
級
分
化
が
､
大
細
密
に
よ
る

小
評
欝
の
取
蕗
が
'
小
腹

の
牧
奪

の
週

梓

が
進
ん
巧
い
る
と
推
諦
さ
れ
て
爽
た
の
で
あ
る
O
農
業
と
農
産
物
の
技
術

的
加
工
JJ
の
緒
合
が
良
策
に
お
け
る
特
殊
的
=
賓
本
家
的
夜
風
の
最
も
凝

空

ハ
十
五
番

〓
ハ六

%
1一
･
三
鋭

九

〇

着
な
る
微
積
と
し
て
静
岡

斯

業

薫
に
典
割
や

｣
見
出

さ
れ
る
所

以

で
あ

ら
.
と
こ
ろ
で
い
う
ま
で
も
な
く
､
商
業
的
農
業

の
分
析
に
際
し
て
は
･

全
図
的
平
均
撃

｡
甘
ん
じ
て
い
て
は
な
ら
ぬ
と
共
に
､
各
種

の
型
の
地
方

的
分
析
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
っ
て
､
わ
れ
わ
れ
が
わ
が
卸
商
業
的
廃
棄

の
正
顔
の
発
展
を
と
げ
た
･U
稗
せ
ら
れ
て
い
る
帯
同
曙
茶
業
の
分
析
だ
け

で
満
足
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
-U
も
明

か
で
あ
ろ
う
｡
主
と
し
て
散
在
的
茶
園

に
よ
P
余
業
的
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
牌
見
見
取
や
､
今
何
字
操
鞘
茶
場
が

濫
例
的

に
多
数
を
し
め
る
茨
城
蝦
の
英
策
の
貸
琴

だ
解
明
す
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
と
同
時

に
'
京
都
の
歴
史
的
'
祉

骨
的
並
に
白
糸
的
諸

傑
件
t1

よ
っ
て
正
麺

の
蚤
展
に
封
し
あ
る
種
の
準
容
を
受
け
た
商
業
的
慶
業
の
畳

屋
の
具
鱒
的
棟
相
の
先
師
も
'
わ
が
的
良
策
の
尊
属
を
十
仝
の
努
に
如
い

て
把
握
す
る
た
め
に
任
意
要
な
訳
選
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
｡
わ
れ
わ
れ

が
わ
が
国
英
業
馳
野
中
最
古

の
歴
史
を
有
す
る
東
宰
相
町
の
中
心
的
共
栄

地
で
あ
る
木
幡
部
落
を
賓
態
調
査
の
対
象
と
し
て
限
り
上
げ
た
有
力
な
る

理
由
も
上
述
せ
る
と
こ
ろ
こ
あ
っ
た
O
現
東

研
詞
宇
治
茶
菓
の
中
心
地
は

い
わ
ば
か
つ
て
の
中
心
地
宇
治
郡
束
宇
治
町
並
に
久
世
郡
宇
治
町
か
ら
漸

次
'
笹
下
同

に
つ
い
て
は
揮
菩
郡
宇
治
田
原
村
を

中
心
と
せ
る
蛾
冊

へ
'

熊
茶
園
に
つ
い
て
は
相
襲
郡
の
申
'
衆
'
西

の
三
和
東
相
を
中
心
と
せ
る

茶
業
的
鞘

へ
移
行
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
う
か
ゞ
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
､
青

竜
歴
史
を
有
す
る
東
宇
治
町
の
茶
菓
地
帯
が
大

な
る
茶
筒
東
本

の
医
カ
の

下
に
'
通
-
は
静
岡
櫛
の
茶
業
に
よ
り
'
近
-
ほ
三
笠
'
奈
良
爾
殊
更
に

教
展
せ
ん
と
こ
ゝ
ろ
ケ

て

い
る
寮
費

に
､
西
陣
の

腰簸
'
或
は
滑
水
燐
の

中
小
陶
群
発

に
封
す
る
と
同
様
の
拳
的
関
心
が
持
た
れ
る
の
で
あ
る
｡

二

束
宇
治
町
の
茶
業
の
歴
史
は
わ
が
国
興
茶

の
艶
群
に
は
じ
ま
る
.
東
宇



怜
町
は
い
わ
ば
製
茶
の
免
伸

の
地
で
あ
る
b
穂

川
時
件

に
は
幕
肝

に
よ
っ

て
手
厚
い
保
護
を
受
け
､
興
患
家

に
は
胡
臆
の
緑
を
給
し
て
株
聯
せ
ら
れ

御
茶
壷
遜
獣
の
行
列
な
る
儀
式
ま
で
現
田
し
た
租
の
仝
盛
を
調
わ
れ
た
宇

指
の
茶
も
､
折
治
時
代

に
入
る
と
典
に
新
興
静
岡
茶

の
大
衆
性
LJ
歴
倒
さ

れ
た
｡
併
し
な
が
ら
最
近
に
至
っ
て
も
佃
内
地
向
高
級
茶
た
る
玉
雫

砺

茶
に
つ
い
て
は
､
東
宇
治
町
を
中
心
と
す
る
東
都
鮮
魚
産

の
英
が
,
玉
露

に
つ
い
て
は
静
岡
願
に
ゆ
ず
る
が
､
他
の
請
願
与
引
p
は
な
し
て
壁

一位

を
保
ち
'
砺
英
に
つ
い
て
/jd
静
岡
願
を
し
の
い
で
依
顔
歩

7
位
を
占
め
て

い
る
Q

(蓑
Ⅰ
参
踊
)
茶
樹
栽
培
両
横

か
ら
見
れ
ば
'
策
宇
治
町
〃
茶
葉

の
最
盛
期
は

'
茶
園
両
横
首
E
I十
町
歩

に
上
っ
た
と
解
せ
ら
れ
て
い
た
が

現
喪
は
戟
時
平
の
主
食
重
新
主
義
政
衆

に
わ
ざ
わ
い
き
れ
て
最
盛
期
の
平

分
に
た
り
聖

八
十
町
歩
に
激
減
し
て
い
る
D
府
は
戦
筏
茶

の
畢
臓

に
粟
p

的
L
昭
和
二
十
三
年
産

開
墾
地
の
新
棺
苧
王
と
t
､
荒
廃
菜
園
の
恢
復
を

も
貨
施
し
て
'
六
町
五
巨
歩

に
耕
粍
し
た
.
二
十
四
年
度
の
新
穂
漆
先
付

五
吋
で
あ
rO
.
垂

現
在
六
十
町
歩

の
中
裸
下
園
は
四
十
町
'
前
共
闘
は

二
十
町
の
割
合
で
あ
り
-
東
宇
治
E
茶
園
の
三
分
の
二
は
玉
露
､
楯
英

の

荷
駄
茶
に
向
け
ら
れ
て
い
る
O

(亜
)
奨
即
金
は
托
rF=胃
矧
で
あ
り
､
茶
世
代
1
-
英
姿
一升
託
十
即
､
L<
]二
斗
は
必
野
･
罷

っ
て
反
千
rFj百
割
を
嬰
す
る
-

の
三
分
の
一
に
す
TTLTな
いO

昭
和
二
十
三
年
度
に
如
け
る
東
宇
治
町
の
茶
園
両
帝
'
醍
襟
に
望

ハ
ト

町
九
尿
五
畝
十
渉
の
申
わ
れ
わ
れ
の
調
査
封
象
部
落
た
る
木
幡

の
し
め
る

割
合
は
1六

･
四
%
で
あ
p
t
十
七
町
九
鰍
王

歩
と
な
っ
て
い
る
｡
私

の
主
賓
な
る
茶
塵

産市
野

U
し
て
は
菟
道
､
八
町
四
辰
七
畝
十
三
歩
･
大

漁
R
.
五
町

1
反
八
掛
.
帯
革
川
t
Fq
町
四
反
七
畝
二
十
八
歩
･
上
村
,

三
町
六
反
四
畝
十
九
歩
が
主
賓
な
る
も
の
で
あ
て

こ
の
申
最
大
の
間
接

･･

･
･

1

､

･

･

宇
指
茶
菓
農
相
の
慶
懲

表 Ⅰ 主宰麻肺種規則荒茶生産吸息 (準位貫)
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宇
滑
茶
薬
農
村

の
捷
儲

十
三
年
度
)

畑
山

tq

六
郎
警

常

数

3

13

-

13

13

4

完

･･

･

:
.

-

I

と
な
っ
て
居
り
'
木
幡
は
戸
数
に
於
て
半
分

よ
P大で
あ
り
t

lガyJ
は

大
規
模
の
五
町
-

蒜

の
穎
桂
の
も
が
は
大
部
落
合
計
数

の
三
分
三

を

占
め
る
と
共
竺

一
反
五
畝
以
下
の
零
細
穣
皆
に
つ
い
て
も
二
分
の
`
と
こ

え
て
い
る
｡

次
に
木
幡
に
於
げ
ろ
案
固
め
他
作
物

ti
封
す
る
作
付
の
副
骨
至

が
す
な

ら
ば

(
昭
和
二
十
三
年
産
)

作
付
同
穂
割
合

9

作
k

同

額

品

47,31三‡]3.E)

0,913 0.3
J̀

作

物

種

.海

氷

密

談
菜

菜
種

某

即
ち
茶
園
は
木
幡
の
全
耕
作
両
横

の
約
年
分
近
-
を
占
め
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
へ
こ
ゝ
で
茶

の
位
置
の
重
零
憶
が
ま
ず
明
か
と
な
る
｡
茶
以
外

に

適
嘗
な
る
商
品
化
作
物
を
見
Ⅷ
し
得
ぬ
故
に
'
更
LJ
米
車
の
細
々
と
し
た

間
宮
も
不
可
節
と
な
る
に
従
っ
て
'
愈
々
其
の
等

青
虫
が
重
大
と
な
る

の
で
あ
る
｡
参
考
の
た
め
に
茶

Li
r
い
で
重
要
な
る
米
作
の
軽
骨
親
確
を

昭
和
二
十
三
年
淀
に
つ
い
て
示
せ
ば
葵
の
如
-
で
あ
る
｡

木
幡
部
落
水
田
細
密
規
検

戸

数

月
5

日

10

4

讐

窪

川

～
ほ

ほ

蒜

誓

ほ

ほ

耶

第
六
十
五
巻

丁六

八
撃

1
･
二
義

九
二

茶

ti.比
し
て
伴
野

親
機
が
粂
髄
に
零
細
で
あ
｡
,
殆
ん
ど
が
自
家
硬
米
用

的
恕
着
に
す
ぎ
ず
'

一
打
以
上
の
経
常
は
皆
無
で
あ
p
.
七
分
り
六
が
五

位
以
下
の
過
小
農
経
常
で
あ
る

こと
が
控
意
苫
れ
ね
ば
な
ら
な

ib

五
反

以
上
舛
作
を
行
う
五
戸
が
す
べ
て
農
地
改
華

.J
JJ
｡
小
作
地
が
自
作
地
に

闘
換
し
た
小
自
作
又
は
白
小
作
で
あ
る
こ
と

は
'
上
位

にこ
あ
る
茶
園
農
家

が
白
作
文
は
自
作
地
主
で
あ
る
と
卸
間
的
姉
御
を
現
わ
し
て
い
る
.

三

大
に
商
業
的
農
業
特
に
茶
園
経
欝
に
於
げ
,Q
自
作
農

の
役
割
に
つ
い
て

更
に
小
作
料
率
の
大
言
に
つ
い
て
検
討
し
ょ
う
O

一
敗
に
自
作
地
の
割
合

り
桑
畑

が
更
tJL
果
樹
閲
が
長
径
に
茶
閲
が
最
大
で
あ
る
こ
と
は
昭
和
四
年

の
賓
地
調
査

に
よ
P
明
か
に
せ
L(
れ
て
い
る
d
こ
の
制
令

が
現
春
如
何
に

摺
っ
て
い
る
が
'
わ
が
国
粂
駿
に
亙
る
数
字
を
見
附
し
得
な
い
が
'
棒
め

て
小
な
る
部
分
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
調
査
に
よ
れ
ば
､
昭
和
十

一
年

産
に
於
て
共
闘
篠
静
鹿
家
二
十
七
戸
中
､
組
経
常
盟
梼
順
に
苧
b
べ
た
鹿

家
番
凍
ti
よ
り
茶
園
の
自
作
地
及
び
小
作
地
を
示
せ
ば
'

農
家
蘇
班

茶
園
の
自
作
碓

井
闇

の
小
作
弛

三
四
反
〇

五
丁
二〇

二
〇
･〇

四
五

円〇

〇 〇

四
〇

〇
?
(喝
壁
二
反
有
畝
)

0o
GL
(現
在
E
L反
O
)

七
仔
二二畝
へ伯
L
jZE
の
骨
耐
局
の
土
地
)

O

-

二

六

〇〇

0

O
GL
(現
在
四
民
八
畝
)

四
･0

〇二
･〇

0



三
五

〇
･0

0
9
(現
存
田
尻
0
)

二
･0

〇二〇九六二四

〇 〇四〇五
四
ユ
一

〇
ゥ
(現
在
0
圧
六
)

三
五
･五

00()四一一〇〇〇〇〇〇 〇〇
七 〇〇三

3

0

0
･二

rIr,,7

㌔

･八

〇

計

二

TEt床
上ハ(
〓
反

こ

二
三
涙
0
(ji
反
八
)

即
ち
戟
前
自
作
地
茶
園
は
二
十

一
打
四
旋
大
敵
で
あ
り
'
小
作
地
竺

l
町

三
反
で
あ
っ
て
､
小
作
地
は
自
作
地
の
約
九
分
の
l
を
し
め
る
Ll
す
ぎ
な

い
0
倍
に
醸
環
不
由

り
括
弧
内
の
現
在

の
自
作
地
を
常
時
は
小
作
地
で
あ

っ
た
と
見
'
又
括
弧
内
の
現
在

の
小
作
地
が
常
時
か
ら
引
絶
雪
小
作
地
と

見
て
も
自
作
地
二
十

1
町
四
民
六
畝
'
小
作
地
三
町
九
反
九
畝
と
な
p
.

自
作
地
は
小
作
地
の
約
五
'
四
倍
に
及
ん
で
い
る
｡
古
尊
厳
史
を
も
つ
茶

業
地
帯
に
お
い
て
鶴
岡
の
茶
園
の
白
小
作
別
が
斯
績
む
制
令
聖
が
す
こ
と

は
津
日
に
借
す
る
.
農
地
改
革
を
経
た
硯
衣
で
は
茶
園
小
作
地
ほ
農
家
番

改
7
､
四
反
入
畝
､
8
､
二
反
'
ば
.
こ
反
五
畝
､
如

､

L
反
へ
E
F
七

畝
'
計
五
戸
'

1
町

t
反
で
あ
っ
て
､
十
七
町
九
反

H

歩

の
十
啓

か

T
i
も
足
り
-抱
の
で
あ
る
｡
木
幡
の
酪
農
家
戸
数
五
十
女
声

の
自
小
作
別

が
自
作
地

主
八
戸
､
自
作
二
十
四
戸
､
日
小
作
十
七
戸
'
小
自
作
三
戸
'

小
作
三
月
と
な
っ
て
い
る
が
上
に
示
し
た
茶
園
小
作
地
を
持
つ
五
戸
は
四

宇
拍
英
集
塵
村
の
生
潜

戸
が
自
小
作
､
.
1
戸
が
小
作

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
商
業
的
濃
集

の

有
力
な
る

l
規
で
あ
る
茶
業
と
自
作
地
と
め
密
珪
な
る
聯
閑
を
推
論
す
る

こ
と
が
田
来
る
O
日
本
農
集
に
於
け
pO
両
案
的
農
業

の
敢
展
と
畑
の
役
割

樽
に
茶
園
の
役
割
'
並

に
そ
L.
に
布
け
る
自
件
地
の
役
割
は
等
閑
親
し
得

ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

畑
地
に
於
て
田
よ
p
も
小
作
料
率
の
低

い
こ
と
も
つ
と
に
指
摘
せ
ら
れ

承
っ
た
o
農
地
改
革
前
水
田
の
歴
例
的
な
現
物
納
に
封
し
て
､
畑
と
-
に

園
で
は
代
金
約
'
金
納
が
重
顎
な
役
割
を
え
ん
じ
t
Ll
つ
代
金
的
､
金
納

に
か
い
て
収
穫
高
見
積

に
封
す
る
割
合
は
i{
p
低
い
こ
と
'
又
昭
和
の
は

じ
め
以
衆
'
畑
小
作
料
の
低
下
傾
向
は
全
国
的
で
あ
p
､
ま
す
ま
す
親
ま

っ
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
奉
安
で
お
る
.
農
業
綜
合
研
究
所
の
石
黒
重
明

氏
に
よ
り
駅
か
に
せ
ら
れ
た
静
岡
鯨
の
例
に
よ
れ
ば
､

｢
茶
園
の
小
作
料

は
昭
和
十
年
頃
に
は
こ
の
地
方
で
は
十
凧
乃
至
十
五
剛
の
魚
的
小
作
料
で

あ
り
'
水
田
に
反
宵
収
丑
七
億
L1
つ
い
て
三
億
の
現
物
小
作
料
で
あ
っ
た
｡

茶
園
の
全
集

収
量
は
常
時
皮
質
約
三
首
貫
と
す
れ
ば
'
茶
葉
の
平
均
価
格

は
常
時
生
薬

1
貫
匁
約
二
十
五
戚
で
あ
る
か
ら
匠
首
粗
収
益
は
約
七
十
五

圃
と
な
る
0
従

っ
て
茶
園
に
於
て
ほ
十
五
跡
1
,
し
て
も
小
作
料
は
尿
嘗
粗

業
と
農
村

'
二

九
貫
1

一
二
〇
貫
)
わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
は
'
水
田
小

作
料
は
収
路
肩
の
､
大
は
約

六割､
小
は
約
E
[剖
三
分
と
な
っ
て
い
る
'

梯
準
は
反
些

1
石
七
斗
に
封
L

t
石
三
斗
乃
至

E
石
五
斗

の
小
作
料
が
支

塀
わ
れ

て
い
る
｡
こ
れ
に
封
し
茶
園
の
小
作
料
は
戦
前

(昭
和
四
年
よ
F
l

昭
和
十

1
年
に
亙
る
期
間
)
低
い
の
は
反
十
囲

ti
み
た
ぬ
も
の
か
ら
'
三

十
凧
､
四
十
囲
'
七
十
取
'
八
十
脚
と
か
な
p
の
段
階
が
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
が
'
優
良
な
共
闘
で
も
晋
通
は
四
十
同
程
度
が
塀
準
の
よ
う
で
あ
,coo

尿
十
凧
は
滞
茶
園
の
例
で
あ
る
敬
正
に
上
に
あ
げ
た
帯
同
願
の
場
合
と
合

繋
す
る
O
開
発
､
玉
野

を塵
産
す
る
葎
下
茶
園
で
は
斐
某
の
情
緒
は
静
岡

節
六
十
荒
巻

丁
六
九

弊

二
･
1二
蚊

九
三



宇
治
某
兼
農
相
の
生
態

願
の
煎
茶
産
業
情
緒
の
四
倍
'
五
倍
或
は
そ
れ
以
上
に
及
ぶ
の

が
通
例
で

あ
F>
盈
糞
尿
牧
は
静
岡
願
の
平
均
の
三
分
の

一
と
し
て
'
反
嘗

四
十
岡
の

小
作
料
で
あ
つ
て
も
決
し
て
高
率
と
は
科
し
得
ね
で
あ
ろ
う
｡
昭
和
十
四

年
度
tLJ
於
け
る
京
都
府
英
葉
聯
合
食
講
師
の
牧
畜

壷
の
例
に
よ
れ
ば
'

久
世
郡
宇
治
町
の
三
好
園
iJ
於
げ
る
小
作
料
は
六
反
歩

に
射
し
六
十
軌
E
[

十
ヒ
威
Iu
な
っ
て
居
る
O
上
述
の
七
十
卸
'
八
十
蘭
は
む
し
ろ
特
別
の
歯

合
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
O
規
定

の
小
作
料
に
つ
い
て
見
れ
ば
'
怖

い

岸
六
十
五
番

一
七

〇

撃

丁

三
戟

九
四

の
は
反
百
四
十
二
画
'

百
六
十
圏

よ
り
､

向
>
の
は
千
鳳
､

千
四
百
四
十

固
､
二
千
周
の
事
例
も
見
ら
れ
る
｡
最
高
3
11
千
同
を
と
っ
て
も
畑
の
雷

ゝ
生
粟
で
東
部
し
て

(所
謂
速
算
貿
)
H
蔑
圃
-
三
高
取

の
収
入
が
得
ら

dIE家
で
荒
茶

に
加
工
し
て
蘭
却
す
る
場
合
に
は
反
嘗
粗
攻
撃

ハ
圃
囲
に
の

ぼ
る
の
が
常
で
あ
る
｡
こ
の
小
作
料
を
現
在
の
水
田
の
公
定
小
作
料
反
常

二

石
)
七
十
五
陶
と
此
奴
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
公
正
で
あ
る
JJ
は
言
え

小作別及碍管躍屠別,春鹿家茶糞葛幾度

田 を耕作せ ざるもの

ね
の
で

あ
る
O
た
と
え
二
千
陶
の
小
作
料
と
し

率
小
作
料
と
は
見
得
ず
'
経
済
合
理
性

に即
し

た
小
作
料
と
見
∪
誤
り
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
｡

す
な
わ
ち
封
建

的
諸
関
係
の
確
有
'
そ
の
典
型

と
し
て
の
小
作
料
の
比
重
は
農
地
改
革
以
前

に

於

て
紋
日

_亡
お
け
る
よ
り
も
案
固
持
於
て
相
封

的

に
よ
り
固

い
こ
と
'
近
代
的
地
代
形
瀞
え
の

碍
化
は
行
わ
れ
て
い
る
か
又
は
確
化
え
の
傾
向

が
弱
い
こ
と
が
相
摘
き
れ
ね
ば
な
ら
な
い
D

四

わ
れ
わ
れ
は
大
に
木
幡
部
落

に
布
い
て
個

々

の
農
家
組
骨
の
う
ち
で
茶
菓
が
ど
〃
程
度
の
茄

要
椎
を
も
つ
か
を
､
経
僚
耕
地
に
封
す
る
茶
園

南
棟
の
此
牢
で
代
表
さ
せ
て
少
し
-
詳
細
に
究

明

し
て
見
た
い
q即
ち
経
費
階
暦
の
差

に
よ
D
.

又
自
小
作
別
に
よ
っ
て
茶
菓
の
盈
安
産
に
ど

の

よ
う
な
差
窮
が
あ
る
か
'
又
そ
れ
が
ど
ん
な
傾

向
を
も
つ
養
で
あ
る
か
'
東
に
ど
の
厚
に
こ
の



自丁田水落帝悼木

田小自作及小作

】

三

町
以
上

町
未
満

の
純
茶
園
細
野
碁
二
1戸
'
茶
園
比
率
七

割
以
上
の
純
茶
園
畑
作
経
営

1
戸
､
水
田
自
作

鹿
家

7
月
で
あ
り
､
博
水
田
自
作
農
家
中

1
町

以
上

1
町
五
圧
宋
搬
層
中
茶
筒
比
率

五
割
以
上

の

i
戸
と
'
同
じ
-
就
反
以
上

一
町
未
満
の
茶

園
比
率
六
割
以
上
の
】
戸
も
抽
出
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
O

】
五

宇
治
完

琴
諒

て
は
冨

&
.1
号

れ
こ

F

紹

ノ
替

階

層

別

部
落
の
茶
葉

の
推

進
刀
を
月

田
す
か

を
'
次
の
間
に
よ
っ
て
検
討
す
る
｡

緒
泉
は
女

の
如
-
で
あ
る
.
即
ち
こ
の
部
落
で
田
を
耕
作
せ
ざ
る
農
家

中
第
三
'
葬
四
挿
蘇
葉
鹿
家
十
二
戸
を
懐
け
ば
'
そ
の
細
密
親
照
の
大
小

を
問
わ
ず
三
分
の
二
は
そ
の
耕
地
の
九
割
以
上
を
茶
園
と
し
て
居
り
'
三

分

三

は
四

割
乃
至
七
割
を
し
め
て
い
,(A｡
水
田
を
小
作
す
る
も
の
は
僅

か
に
五
戸
で
鹿
p
t
五
反
兼
備

の
三
戸
は
共

に
茶
園
は
な
-
'
乗
菓
鹿
家

に
屠
す
る
.
五
反
以
卜
二

町
宋
伴
の
言

は
偽
か
な
が
ら
茶
を
栽
増
し
･

l
印
以
上
の

7
戸
は
三
割
を
茶
甲

こ
し
て
い
る
｡
自
家
併
有
田
を
耕
作
す

る
も
の
竺

二
十
戸
中
十
五
戸
は
茶
園

を
宥
せ
ず
五
割
以
上
の
茶
断
を
有
す

る
も
の
は
僅

か
に'
四
戸

に
す
ぎ
な
い
.

一
町
以
上
の
暦
に
於

て
竺

二
割
か

ら
五
割
迄
を
茶
園
た
ら
し
め
て
い
る
O
即
ち
小
作
よ
り
自
作

(
､
更

に
田

を
耕
作
せ
ざ
る
も
の
え
捗
る
に
錐
っ
て
茶
菓
の
玄
軍
産
を
ま
し
て
居
p
･

こ
の
部
落

で
の
姦
策
の
中
層
は

一
町
五
反
以
上
経
営
吋
維
茶
等
茶
業
華

11

月

に
あ
る
LJ
と
が
摘
潤
さ
れ
る
｡
こ
れ

ー二
温
徒
す
る
も
の
が
五
尿
以
上

1

字
滑
茶
東
農
村
の
生
超

耕
す

比

興
茶
技
師
の
機
械
化
が
塀
p
入
れ
ら
れ
'
琴
1

軸
欄

舶

用

削
卵
網
棚
那
鵠

紺
硝
錆

琵

詔

岡
林
li
如
け
る
如
く

雇
倍
努
樹
の
瀬
少
'
香
木
構
成
空
砲
皮
化
は
大
鹿

横
に
行
わ
れ
ず
'
従

っ
て
又
英
樹
栽
培
-‖原
料
生
産

(豊
実
生
産
)
過
程

は
な
い
O
併

し
な
が
LAr
宇
治
案
乗
も
轡
容
は
受
け
つ
ゝ
も
静
間
蹄
の
後
)I)

迫
っ
て
産
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
蓑
廿

に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
O

即

ち
五
尿
以
下
の
零
細
茶
園
鹿
家

二
十
二
戸
申
七
戸
は
生
葉
蘭
を
行

い

完
全
li
宋
茶
加
工
と
切
り
は
な
さ
れ
'
塵
棄
遺
産
を
投
首
す
る
に
と
ゞ
ま

p
､
五
月
は
委
託
加
工
に
ょ
り
こ
れ
も
完
茶
の
加
工
行
程
は
他
の
加
工

巣

者

に
重
ね
て
い
rO
Q

一
戸
竺

一散
の
薬
園
に
て
軍
に
自
家
用
に
用
い
る
常

諾
量

産
す
が

に
と
芸

る
D
層
p
の
九
戸
が
個
人
又
は
共
同
に
て
古
園

自
饗
h
-行
う
､
中
個
人
細
密

の
製
法
を
い
と
な
む
･O
の
一
戸
に
す
ぎ
ず
､

八
戸
は
大
戸

T
粗
､
三
戸

1
粗
'
二
戸

一
朗
の
三
組

の
共
同
加
工
に
参
加

す
る
O
u
.i
r
射
し
忌

辰
以
上
の
六
戸
竺

戸
が
共
同
加
工
､
二
戸
は

愈
敢
組
織
で
あ
p
E
大
な
る
資
本
を
以
て
静
岡
'
奈
良
'
三
速
'
遺
-
描

帝
大
十
五
懲

7
七

1

軍

一
二
二
親

九
五
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3

1 - - 1 ′1ド

第
六
十
五
番

1
七
二

&
H
･
7TT班

九
六

放
免
島
よ
り
荒
茶
と
購
入

し
全
国
的
に
こ
れ
を
販
雪

す
る
茶
筒
資
本
の
不

動
の
地
位
N
lが
r1
て
い
濁る
｡

l
戸
は
個
人

鯉
皆
に
て
春
雨
加
工
を
行
い
つ

ゝ
罪
帆
に
腎
葉
璽
貰

行
う
も
の
で
あ
る
｡
五
大
な
rO
茶
商
資
本
が
四
町

黒

憲

叫
約
.日
,3
㍍

醐
鯛
的
削
禦

醐
机
㍍

附
那
絹
謂

鵬
錆

で
あ
り
'
白
歯
生
産
の
生
業
を
大
意
に
所
有
す
る
こ
と
が
'
典
薬
里
の
闇

或
は
完
茶
股
人
の
隈
の
か
け
引
に
'
購
茶
真
金
の
嗣
韓
に
大
な
る
弧
線
を

持
た
し
め
て
い
る
奉
賛
は
見
落
し
得
な
い
O

か
-
て

一
方
t
は
自
囲
空
茶
牧
草

山千
貫
を

]̂
え
荒
茶
盆
産
故
盈
八
首

六
十
三
叉

番

茶
1
千
五
百
貫
を
陵
-
)

L1
倍
荒

茶
飴
人
生

一
高
五
千
九

百
支
.(
番
茶
四
千
貫
を
除
-
)

に
及
ぶ
H
令
名
骨
杜
よ
り
'
常
茶

一食

五

官
匁
を
白
衣
用
に
生
産
す
る
膿
家
'
或
は
生
薬
牧
蒐
四
十
貫
に
す
ぎ
ぬ
農

家
学

W
含
聖

一
十
八
戸

の
茶

発
鹿
家
中
空
架
吹
真
官
貰
以
tL
の
農
家
は
五

戸
'
五
百
耳
以
上
生
産
す
る
鹿
家
は
E
L戸
.

殖
p
の
十
九
戸
は
首
貫
よ
P

五
百
耳

に
宇
る
鮭
家
で
あ
る
｡
現
在
荒
茶
偶
柊
は

1
貫
質
Sn

茶

の
品
種

農
高
侶
格

最
低
慣

椅

･

取

茶

Ei
.
五
〇
.U
軌

三
J
u
o
o
槻

玉

露

三
'
三
〇

〇

二
'
七
〇
〇

前

菜

1
､九
O
C
)

1
.
1
0
0

番

某

八
〇
.U

E
rO
O

刈
番
茶

二
〇
〇

粒

英

六
〇
U

二
五
〇

と
な
っ
て
居
p
.
晋
頚
空
茶
首
貫
よ
り
荒
共
約
二
十
五
五

乃
至
l
十
東
が

生
産
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
､
反
収
生
葉
は
七
十
貰
乃
雫
九
十
貫
で
あ
S,
'

従
っ
て
炭
質
粗
探
鉱
は
約
六
商
圏
と
な
り
'
純
株
撃

義

則
と
査
ハ化
さ
れ

て
い
る
の
も
そ
れ
ほ
ど
苛
酷
と
は
す

え
な
い
0
両
架
的
農
業
'
商
品
化
作

物
に
卦
す
る
氏
家
の
縞
翌
が
煙
草
と
英

に
向
け
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
の
は



重
常
と
首
わ
ね
ば
な
ら
な
い
.

静
園
欺
t1
比
し
て
宇
治
英
兼

の
も
つ
特
教

の
1
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
の
は
静
岡
願
が
農
民
異
本
の
敦
展
の

1
傾
向
と
し
て
利
用
組
合
に

よ
る
荒
業
加
工
過
程
'
或
は
再
製
過
程
上
の
遊
出
を
見
て
い
る
の
に
射
し

て
'
手
相
茶
葉

t二
は
新
棟
な
傾
向
が
見
出
さ
れ
ぬ
ば
か
り
で
な
く

農
民

自
身
に
か
よ
う
な
要
望
の
盤
も
き
か
れ
な
い
A..と
で
あ
る
O
帝
梅
南
女
に

石
黒
氏
は
次
の
如
-
静
岡
際
に
つ
い
て
述
べ
て
居
ら
れ
る

｢
静
岡
市

に
大

部
分
集
中
し
て
い
た
某
商

の
再
興
工
場
が
戦
災
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
葵
城

に
等
し
い
打
撃
と
弄

っ
た
｡
之
に
封
し
て
頗
民
側
は
蹄
倒
経
済
を
通
じ
て

農
業
骨

1
本

の
涜
歳
聯
棒

に
よ
っ
て
'
中
間
利
潤
の
排
除
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
､
情
緒
は
お
W
え
ら
れ
て
い
た
が
'
粗
鞘
催
鵜
に
よ
っ
て
'
又
ヤ

ミ
流
し
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
利
益
が
確
保
さ

れ
た
こ
と
､
こ
れ

ら
の
理
由
に
よ
っ
て
農

民は
蓄
積
し
た
充
本
を
'
英
岡
の
泣
い
た
あ
と
の

壁
間

～
授
下
し
得
た
の
で
あ
っ
た
｡｣

･
･･･か
-

て
､
F.協
同
組
合
方
式
で

現
化
さ
れ
七

再
製
過
粗
に
ま
で
農

民
的
翼
不
が
遜也
を
企
て
つ
1
あ
る
.｣

(前
碑
琴
､

1
〇
九
貰
)

京
都
府
に
於

て
も
統
制
穣
湾

に
よ
っ
て
茶
荷
は

戦
前
の
敬
-
自
白
な
る
利
潤
獲
得
の
道
が
ふ
さ
が
れ
'
小
凝
集
者
が
閤
利

得
を
獲
得
し
得
た
こ
と
は
同
樺
で
あ
る
が
､
京
都
は
静
岡
市

に
於
け
る
知

音
戦
争
の
祈
賓
町
-
,

墳
後
置
発
Li
荒
陳
茶
園
の
断
復

に
,
開
墾
地
の
茶

御
所
jF
LJ
漕
手
し
た
の
は
宜
大
業
帝
で
あ
っ
た

｡
選
民
的
資
本
に
よ
る
袈

茶
樺
蛾
の
新
設
も
見
ら
れ
は
し
た
が
､
協
同
組
合
方
式
の
利
用
に
よ
る
小

波
碍
共
凧
鹿
家
の
加
工
過
程
え
の
選
出
に
は
､
茶
筒
に
於
け
る
機
械
設
備

の
俸
力
が
僚
p
t1
も
大
な
る
避
退
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
D
同

じ
京
都
府
に
於
て
も
楽

市
の
歴
力
の
そ
れ
程
大
で
な
い
粕
弊
郡
u
は
昭
和

二
十
三
年
に
郡
茶
農
協
組
合
が
設
立
さ
れ
'
上
狗
村
で
は
版
聯

の
異
境
が

賛
旅
さ
れ
て
い
る
O

し
か
し
今
の
と
こ
ろ
大
な
る
期
待
は
持
ち
得
な
い
状

宇
治
茶
兼
農
村
の
生
瀬

特
殊
の
市
象
を
曜
俸
し
て
い
る
茶
商
貸
本
が
そ
の
生
産
諌
備

LL
十
二
分
の

飴
力
を
持
ち
､
各
地
か
ら
莫
大
な
る
完
茶
を
隣
人
し
っ
ゝ
あ
る
現
粒
で
は
一

農
民
餐
本

の
造
田
が
い
ち
じ
る
L
-
封
ぜ
J..n
れ
,
粗
食
-こ
よ
ら
ぎ

O
新
宮

農
の
協
同
加
工
の
成
立
は
見
ら
れ
て
も
'
協
同
組
合
に
よ
る
共
同
加
工
は

茶
筒
賀
本

の
底
力
の
前
∪
僚
!

i
も
カ
闘
い
存
雀
で
し
か
な
い
｡
現
在
東

字
殆
町
に
於
け
る
加
工
関
屋
十
三
月
'
そ
の
中
木
晩
四
声

の
魅
力

の
覗
き

は
わ
れ
わ
れ
の
想
像
す
る
以
上
の
も
の
で
あ
る
O

六

兼
業

l｣
於
け
る
労
働
開
伴
/e
開
園
は
わ
れ
わ
れ
に
多

-
の
テ
ー

マ
を
提

供
す
る
.
年
間
替
刃
配
分
の
阿
国
､
家
茶
労
働
と
雇
傭
労
働
の
問
題
､
雇

傭

の
形
澱
'
多
賀
'
請
負
の
間
取
等
こ
れ
で
あ
る
O
殊
に
辞
師
願
上
臭

っ

て
､
覆
.下
図
k
,主
と
す
る
高
級
茶
を
生
産
す
る
た
め
に
､
茶
葉
摘
採
に
際

し
て
十
倍
以
上
の
駆
率
を
あ
げ
得
る
摘
採
朗
を
鞘
用
せ
ず
'
主
と
L
tJ
宇

楠

に
.計
っ
て
居
り
'
覆
果
及
び
襟

の
と
り
は
ず
し
の
た
め
に
摘
椀
期
の
薬

園
栽
培
に
お
け
る
労
働
切
の
ピ
ー
ク
を
殊
更
仁
清
-

し
て
い
る
｡
軒
時
申

航
空
樫
群
と
し
て
玉
顔
'
順
茶
の
如
亀
優
長
晶
が
達
磨
確
保
を
軍
神
せ
ら

れ
た
に
も
拘

ら
ず
.
直

に
昭
和
十
九
年
七
月
に
は
相
定
作
物
と
し
て
現
有

南
棟

の
藤
保
が
期
せ
ら
れ
た
.i
も
拘
ら
ず
･
左
記
の
加
-
茶
園
反
別
,
輿

共
産
朝
共
に
減
少
の

1
汝
を
た
ど
つ
複

の
は
主
食
貴
殿
主
義
1'
磨
ず
る
甘

藷
畑
え
の
切
替
'
茸
朴
､
肥
料

の不
足
に
田
衆
す
る
き

]
ろ
多
大

であ
る

ぅ
が
､
静
力
の
著
し
い
不
足
に
封
し
て
摘
抑
期

の
夢
働
帝
要
の
ピ
ー
ク
を

如
何
に
慶
捉
す
る
か
Z,
何
と
い
っ
て
も
最
も
大
な
る
開
港
で
あ
っ
た
?

宰
相
郡
の
戟
暗
中
よ

P
戦
後
に
か
け
て
の
菜
園
反
別
並
に
弊
衣
産
卵

の

変
化
を
示
せ
ば

年

産

菜
園
反
別

弊
薬
産
卵

昭
和
十
六
年

t
印
六
､
三
〇
町

二
二
㌧
八
六
六
文

辞
六
十
五
番

1
七
三

第
二
･
三
改

九
七

＼ー



宇
指
茶
韓
農
相
の
鹿
瀬

ク

十
八
年

ク

十
九
年

ク

二
十
年

ク

廿
二
年

三
五
'
九
〇

二
〇
.
1]
O

八

七
'
八

〇

五
八
､
九

〇

九
へ
三
六
四

五
'
五
九
九

〇
t
E
r六
七

八'
〇
九
九

(
昭
和
十
六
年
､
十
八
年
は
京
都
肝
茶
業
組
合
聯
合

骨
議
析
駒
登
の
京

都

府
茶
業
統
計
表
､
昭
和
十
九
年
'
二
十
年
は
京
都
府
農
業
骨
'
京
都

府
茶
菓
統
計
表
'
唱
和
二
十
二
年
は
某
都
府
版
菅
農
業
協
同
粗
食
連
合

&
,
貫
都
府
茶
業
統
計
未
に
よ
る
)

噛
時
中
の
夢
働
力
並
に
肥
料
の
不
足
に
よ
る
樹
勢

の
損
耗
は
現
在
も
備

完
会
に
峡
復
す
る
こ
と
な
も

反
嘗
牧
業
畳
は
平
均
七
十
耳
と
稗
せ
ら
れ

て
い
る
D
宇
滴

の
場
令
､
戟
時
中
の
労
働
力

の
不
足
は
附
妃
に
宰
相
火
薬

教
法
節
が
存
す
る
た
め
LJ
そ
れ
え
の
女
工
の
吸
収
が
特
t1
そ
の
度
合
を
親

め
た
も
の
と
推
晃
せ
ら
れ
る
C

宇
滑
茶
葉

に
於
て
岡
握
と
な
る
労
働
問
題
の
第

7
は
茶
摘
女
で
あ
p
そ

の
費
銀
で
あ
ろ
う
｡
宇
糟
の
菜
摘
女
は
昭
和
十
五
年
の
頃
は
ま
だ
多
-
は

江
州
'
大
和
'
河
内
'
丹
波
'
伊
野
あ
た
p
か
ら
季
節
的
移
動
労
働
者
JJ

し
て
や
つ
て
衆
た
｡
薬
園
主
は
改
め
て
人
を
深
す
道
も
な
-
其

の
芽
の
出

る
頃
に
は
き
ま
っ
て
虫
年
と
同
じ
女
唾
が
つ
ぼ
め
の
よ
う
に
乗
り
込
ん
で

衆
た
そ
う
で
あ
る
｡
常
時
宇
治
'
久
世
､
綴
亭
'
相
柴
の
四
郡
を
通
じ
て

年
に
押

し
か
け
る
菜
摘
女
は
大
約
四
千
人
と
教
え
ら
れ
た
o
現
在
で
は
各

地
か
ら
の
粗
動
労
働
者
と
し
て
の
茶
摘
☆
も
や
う
や
-
資
.V
消
す
に
要
っ

て
居
り
'
多
-
は
地
元
の
簡
時
に
雇

い
入
れ
る
男
尊
垣
や
時
に
は
子
僕
達
'

或
は
サ

ヲ
y
I
マ
ン
の
奥
芸
ん
達
ま
で
か
p
凹
qu
れ
て
居
る
と
き
-
｡

茶
摘
女
の
宋

銀
は
昭
和
十
四
年
頃
ま
で
二
洩
り
あ
っ
て
､
遠
方

から
や

っ
て
衆
た
菜
摘
女
は
茶
甲

三
の
家
LP治

って
賄
付
で

1

日七
十
銭
乃
至

一

団

二
十
成
､
通
い
の
菜
摘
女
は
主
と
し
て
出
奔
高
鞠
で
茶
葉

1
某
日
の
摘

負
竺

H
十
六
銭
乃
至
1二
十
鏡
位
に
嘗
FL

.は
じ
め
は

r
日

)
.
ニ
耳
を
つ

欝
六
十
五
番

1
七
四

壁

一
二
二
沸

九

八

か
'
捲
｡
頃
に
は
五
㌧
大
貫
を
つ
む
に
室
ro
の
が
例
で
あ

っ
た
D

硯
養
わ

れ
わ
か
の
顕
現
調
査
に
よ
る
と
,
日
給
に
よ

る

も
の
最
高
二
百
圃

･
虚
位

官
軌
で
あ
p
.
大
洗
確
茶
園
程
田
重
荷
塀
に
よ
る
こ
と
多
-
'
し
か
も
日

給
制

の
場
合
も
､
大
親
樺
茶
園
は
平
均
軍

二
･
固
よ
り
PE
Tlf十
五
回
ど
ま

り
で
あ
る
が
'
小
成
確
茶
園
に
あ
つ
て
は
禾

〓
R支
給
の
官
五
十
回
､
或

は
百
八
十
圃
'
二
百
同

に
も
及
ん
で
居
Fa
'
平
均
し
て
官
六
十
鳳
程
産
と

見
て
よ
い
｡
凹
衆
同
郷
に
つ
い
て
qe.同
降
り
傾
向
が
見
田
さ
れ
る
｡
大
嶺

概
茶
園
に
於
け
る
生
栄

一
貫
目
摘
質
最
低
三

十
五
同
'
政
商
四
十
回
､
平

均
T11十
七
回
小
成
碍
茶
園
に
あ
つ
て
は
最
高
六
十
固
'
最
低
四
十
囲
'
卒

均
四
十
二
回
よ
り
四
十
五
圃
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
多

い
よ
う
で
あ
る
P
こ

れ
は
い
ず
れ
も
大
親
碍
茶
園
が
長
期
に
わ
た
っ
て
掃
績
的
に
大
数
に
仕

事

を
あ
た

え
･r
る
た
め
の
'
小
親
確
粗
密

に
封
す
る
大
雅
項
経
常
の
有
利
性

爪二

と
見
LCLれ
る
.
小
規
確
茶
園
で
は

1
日
と
か
三
日
と
か
僅
か
の
日
数

の
仕
事
よ
P
な
い
た
め
に
概

し
て
高
-
支
揃
わ
な
け
れ
ば
茶
嫡
労
働
者
が

典
ま
ら
ね
故
で
あ
る
O
都
市

に
失
業
者
が
多
-
､
農
村
に
恒
久
的
過
剰
人

口
の
帯
雀
す
る
今
日
に
於
て
は
親
期
日
の
季
節
労
働
-
え
生
酒
の
上
に
か

な
p
の
東
軍
性
を
持
つ
こ
と
と
な
る
O
静
岡
将
の
二
十
三
年
度
の
茶
業
連

合
骨
調
査
に
よ
れ
ば
'
生
薬

1
貰
手
桶
平
均
受
金
竺

二
十
五
圃
十
鰻
､
鉄

靖
の
場
合
は
同
じ
-
平
償

金
が
十
二
回
E
[十

1
鏡
と
な
っ
て
い
る
｡
又

7
は
価
良
品
の
生
産
と
'
大
衆
日

橋
の
多
盈
生
産
と
の
相
選
に
よ
る
こ
と

も
あ
ろ
う
が
､
労
働
市
場
の
関
係
も
考
慮
さ
れ
る
必
零
が
あ
ろ
う
0
‥

茶
摘
券
働
と
共
に
茶
業
に
於
け
る
特
殊
労
働
者
と
し
て
興
茶
工
が
次
に

攻
り
あ
げ
ら
れ
る
O
鞘
某
工
は
所
謂
惜
煙
師
と
稗
せ
ら
れ
'
狗
僻
の
頼
妙

な
技
術
を
以
て
'
京
都
又
は
静
岡
の
茶
業
地
に
於
て
は
高
い
虻
骨
的

地
位

を
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
'
各

挿
工
業
の
蚤
飴
と
美
に
'
此
の
方
1LE

に
彼
尊
の
多
-
が
吸
収
さ
れ
､
そ
の
た
め
急
激
に
真
髄
の
弟
臓
を
示
し
'



茶
菓
は

一
陣
譜

し
-
細
骨
難
に
陥
り
'
そ
の
精
兵
製
茶
機
械
の
愛
田
並
に

普
及
が
促
越
せ
ら
れ
た
O
今
日
で
は
反
野
に
横
城

の
た
め
に
特
殊
技
能
者

と
し
て
の
所
謂
倍
規
細
は
激
甚
W
れ
'
僻

1
部
に
璃
存
す
る
手
鏡
に
､
機

械
喫
茶

の
工
程
に
従
事
す
る
の
み
で
'
人
数

の
激
減
は
撃

た
な
い
o
こ
れ

ら

1
部
の
購
っ
た
喝
茶
工
も
何
者

衆
の
田
棟
的
穿
働
〃
形
腰
は
廼
化
し
て

屠
ら
ぬ
よ
う
で
'
丹
波
'
大
和
､
河
内
'
江
川
よ
り
本
業
の
農
費
を
す
て

ゝ
確
p
込
ん
で
葬
る
｡
昭
和
十
四
年
の
1
日
の
賀
銀

(日
給
)
は
賄
付
(四

食
又
は
五
食
滞
付
)
で
普
鵡

1
阿

東
十
威
乃
至
三
回
五
十
鏡
程
匪
'
最
市

政

に
は
五
駒

の
収
入
を
得
る
人
も
稀
に
は
あ
つ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
C
現

在
わ
れ
わ
れ
の
調
査
に
よ
れ
ば
'
最
低
食
事
な
し
の
二
宮
囲

(女
工
)
と

い
っ
た
例
外
的
に
低

い
も
の
が
大
旗
捷
喝
英
工
場

に
は
あ
る
が
'

1
姥
に

食

事
伺

(
凹
食
又
は
玉
食
酒

付

)
で
長
保
二
百
圃
よ
p
最
南
七
官
職
ま
で

慣

々
で
あ
る
｡
こ
ゝ
で
も
大
官
軌
､
七
百
陶
を
麦
締

っ
て
い
る
の
は
小
親

横
工
壕
で
あ
P
.
大
鹿
嘩
工
場
で
は
普
酒
商
-
て
四
百
五
十
固
'
五
首
凧

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
0
平
均
三
官
五
十
回
よ
り
四
官
陶
と
見
ら
れ
る
｡

静
岡
将
の
二
十
二
年
慶
の
調
査
で
は
平
均
日
給
食
事
伸
男
二
盲
十
九
軌
五

十
三
銭
､
安
官
E
[十
六
圃
二
十
四
銭
'
食
事
な
し
'
男
二
百
八
十
八
凧
'

雪

盲

1
凧
六
十
六
銭
と
京
都

の
粥
茶
工
が
格
段
の
高
級
を
得
て
い
る
こ

と
が
増
摘
せ
ら
れ
る
｡

茶
滴

の
よ
う
な
療
め
て
研
盟
な
熟
練
を
要
す
る
こ
と
の
少
小
勢
働
が
貸

欄

に
よ
り

1
棟

の
前
負
作
集
で
あ
る
こ
と
は
性
質
上

背
蝕
で
あ
TJi
う
が
'

京
都
の
茶
園
栽
巧
者

に
は
茶
楠

の
外
に
'
壌
園
耕
作
､
或
は
覆
製
の
作
業

を
も
帝
負
に
よ

る
例
が
抵
窮
に
よ
り
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
'
農
業
上
の

作
業
に
請
負
が
趣
め
て
不
利
な
井
部
率
的
な
瀬
見
を
も
た
ら
す
こ
と
は
明

か
で
あ
る
｡
併
し
な
が
ら
英
業
に
於
け
る
労
働
の
ピ
ー
ク
を
少
数

の
義
旗

労
働
で
は
即
何
と
も
L
が
た
い
塊
食
止
む
を
待
ざ
る
曲
管
と
し
て
と
ら
れ

る
利
便
は
存
す
る
O
木
幡

三

例
と
し
て
は

1
町
E
[反
渉

の
茶
園
主
が
琴

手
指
桑
葉
農
村

の
生
瀬

架
を

1
高
七
千
五
百
風
で
詞
負
わ
せ
て
い
る
の
が
あ
げ
ら
れ
る
.
又
興
茶

磯
城
･y
設
備
せ
る
塵
産
衣
は
英
俊
剰
鶴
切
を
以
て
附
近
我
堵
者
の
生
薬
を

委
託
輿
造
す
る
も
の
が
増
加
し
'
樹
横

の
最
大
限
の
利
用
に
努
め
て
い
る

が
'
教
品

の
晶
質
僻
下
は
免
れ
な
い
'
わ
れ
わ
れ
の
調
査
に
於
て
は
*
1L葉

を
垂
託
加
工
に
出
す
茶
園
栽
培
鹿
家
六
戸
を
教
え
て
い
Q
.

七

労
働
関
係
作

間
注
し
て
'
機
械
の
導
入
Li
つ
い
て
述
べ
よ
う
｡
茶
甑
栽

培
の
過
程
に
於

て
は
最
も
遊
歩
せ
る
静
間
柵
に
於
て
も
機
械
化
は
摘
採
鉄

の
導
入
の
外
見
る
ぺ
JP
敦
展
空

祈
し
て
居
ら
な
い
｡
(琴

同
じ
静
岡
願
の

変
相
穀
培

に
於
て
索
道
や
冠
化
'
動
力
噴
療
碑

の
導
入
が
行
わ
れ
て
い
る

の
と
対
流
的
で
あ
る
.
茶
樹

の
樹
商
が
動
力
噴
腰
椎
を
必
要
と
す
る
程
商

-
な
い
こ
と
も
理
帝
の
1
つ
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
が
'
共
闘
栽
培
の
発
展

の
推
進
力
が
茶
筒
資
不
に
よ
っ
て
に
ざ
ら
れ
､
茶
樹
栽
培
過
程
に
於
け
る

合
理
化
が
積
極
的

に
取
p
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
理
由
に
あ
げ
ら
れ

ね
ぽ
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
?

宇
治
英
弟

に
於
で
は
摘
採
鋲
も
搾
周
せ
ら
れ
な

か
っ
た
AJ
と
は
上
述
せ
rO
と
こ
略
で
あ
る
｡
栽
嬉
過
程
の
機
械
化
が
進
展

し
な
か
っ
た
忙
比
硬
す
れ
ば
'
荒
茶
加
工
過
程
並
に
革
袴
熊
過
程
に
於
け

る
機
械

の
導
入
は
見
る
ぺ
竜
も
め
が
あ
る
.

興
襟
機
械
の
毅
運
は
本
邦
茶
に
封
す
る
海
外
需
要

の
窄
大
と
塀
接

な
関

連
を
持
つ
｡
明
治
二
十
四
年
乃
至
二
十
八
年
茶
輸
出
の
全
盛
と
井

忙
'
茶

の
生
産
離
カ
を
増
大
せ
し
め
る
必
要
か
ら
興
英
機
の
使
用
が
徐

々
に
は
じ

ま
っ
た
O
興
茶
磯
の
艶
明
が
相
つ
い
ピ
行
わ
れ
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
っ

た
D
添
田
某
の
生
産
願
た
る
静
岡
取
'
三
重
凝
年
に
機
械
の
使
用
が
最
も

盛
に
行
わ
れ
鞍
の
も
こ
れ
か
ら
課
折
せ
ら
れ
る
O
掃
出
茶
の
生
産

の
首
う

に
足
り
な
い
京
都
府
で
は
教
案
椀

の
導
入
が
著
し
-
む
く
れ
た
の
は
嘗
錦

で
あ
る
0
宇
噌
英

の
喫
茶
貯
法
は
永
-
手
鏡
熊
取
で
あ
っ
た
が
,
静
間
嚇

帝
六
十
五
巷

l
七
五

′

夢
二
二
二
戟

九
九



宇
糟
茶
巣
農
相

の
生
愚

に
放

け
る
製
茶
機
械

の
敦
明
と
普
及
は
漸
く
こ
の
地
方
に
も
其
の
利
用
を

飴

儀

な
-
き
れ
'
牛
磯
城
製
盤
に
僻
る
も
の
潮
-
多
重
を
加
え
､
殊
に
大

正
七
'

八
年
の
世
界
大
戦
常
時
は

一
般
財
界
の
好
況
の
た
め
努
力
の
不
足

を
弗
L
t
賃
金
は
騰
貴
L
t
塵
直
貿
の
嵩
む
割
骨
に
製
品
の
同
格
は
昂
騰

せ
ず
常
に
収
支
償
わ
ぬ
欺
感
を
挿
績
し
､
茶
菓
は
著
し
-
脅
さ
れ
る
に
至

っ
た
o
苗
に
依
率
珂
逸
､

コ
ス
ト
引
下
げ
を
め
ざ
し
て
機
械
の
改
良
が
行

わ
れ
'
玉
好
'
服
茶
も
機
械

K
よ
り
喝
渡
し
得
る
に
蓋
っ
た
の
で
あ
る
｡

か
く
て
仝
機
械
饗
瞳

に
よ
る
も

の
著し
く
増
加
し
､
そ
の
常
初
に
於
て
旺

磯
城
の
不
備
乃
至
使
用
法
の
拙
劣
等

に
よ
り
幾
分
品
質
僻
TL
の
傾
卓
が
あ

っ
た
け
れ
ど
も
'
興
業
機
械
の
碇
制

に
よ
P
露
年
晶
質
の
向
上
を
見
'
昭

和
十
年
以
降
の
磯
城

の
将
加
率
は
自
尊
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
Q
現
塞
既

に
全
生
産
敢
丑
の
殆
ん
ど
を
構
成

に
よ
っ
て
い
る
肋
筋
で
あ
る
O

製
茶
横
城
塞
敦
の
磯
節
と
碑
後

の
数
字
を
京
都
府
の
組
数
と
東
宇
拍
町

と
忙
つ
い
て
未
す
な
ら
ば

襲
英
機

京

都

府

宇
沖
郡
東
宇
治
町

域
品
目

昭
和
十
四
年

昭
和
廿
二
年

昭
和
十
四
年

昭
和
廿
二
年

＼

ポ 茶 柵 中 操 粗

操 操 捻 操

圃 計 樺 1横 磯 磯 横 磯

rI

.q

■

■

一
,
八
七
〇

l
･
五
〇
鵜

七
七

六
八

--- 三?.-LE.I
O〇 〇 四 二 七
七〇 八 五 九 六

1
七
四

五
二
八

l
上
九

四
二
二

六
四

一

八
五

四
へ
〇
三
五

四
､
五
三
八

京

都

府

昭
和
十
四
年

昭
和
廿
二
年

昭
和

q

暮

九
七
七

7
.
〇
六
二

芸亜蓋… 喜 云 四 六 芸
和治

〇
二二
,

六
〇

1
0

7
〇
八

三
11

二
九
九

廿
九 二町

:=L■斗

第
六
十
五
啓

一
七
大

第
二

二
二
辞

1
0
0

右
渦
登
断
碑

三
七
七

1
〇
九

三
1

1
九

水

軍

E
[八

t
O

七

〇

倍
静
岡
願
に
於
て
は
昭
和
二
十

一
年
に
比

L
t
昭
和
二
十
三
年
に
は
製
茶

機
械
茎
敦

に
於
て
こ
'
三
三
四
轟
増
加
し
た
｡

上
鶏
表

に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
11
+
二
年
は
戦
争
の
い
た
で
を
未
だ
に

完

全
に
回
復
し
得
な
か
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
'
粗
操
機
の
如
く
遠
敷
の
波

少
し
た
も
の
も
見
う
け
ら
れ
る
が
'
大
鰹

に
於
て
機
械
姦
政
は
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
､
殊
に
ボ
イ
ラ
ー
の
如
き
は

l
贋
府
下
仝
鯉
と
し
て

｣八
倍
､
東
字
拍
町
の
み
で
は
二
十
五
倍
に
達
し
て
い
る
.
こ
の
傾
向
は
原

動
樺
嘉
教

に
於
て
よ
り

明
瞭
に
'
低
級
な
る
水
草
動
力
が
消
滅
し
っ
ゝ
-

東
宇
治
町
で
望

刃
金
に
串
を
滑
す
-

石
油
発
動
機
は
111分
の
一
以
下

に

1

東
宇
滑
町
三
分
竺

l
に
減
少
す

る-

減
じ
っ
1
最
も
高
級
な
る
髄

動
機
Z
と
移
行
し
っ
ゝ
あ
も

過
程
が
明

か
にさ
れ
る
｡

(荘
)
群
帆
伊
に
演
て
は
昭
和
二
十
三
年
に
は
相
和
二
十
一年
よ
り
摘
採
鉄
二
一'
九
0
.T]

丁
増
加
し
て
い
る
O八

以
上
わ
れ
わ
れ
は
茶
菓
の
み
に
つ
い
て
や
ゝ
詳
細
に
語
っ
た
｡
わ
れ
わ

れ
の
調
査
は
黄
葉
地
帯
に
お
け
ra
水
田
作
並
に

7
般
畑
作
農
家
と
も
含
め

た
各
般
に
亙
る
木
幡
部
落
の
鹿
家
の
生
態
を
と
ら
え
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
｡
従
っ
て
以
下
稲
兼
別
表
､
木
幡
部
落
経
常
漢
横
列
農
家
配
列
表

(昭

和
二
十
四
年
九
月
調
査
)
に
よ
P
木
幡
の
農
家

の
捷
憩
を
会
規
と
し
て
簡

単
に
特
徴
づ
け
て
見
よ
う
0

先
ず
わ
れ
わ
れ
が
知
p
得
る
こ
と
は
少
数

の
比
粒
的
規
模
の
大
な
る
鮮

轡
の
存
在

と
一
打
未
満

の
零
細
な
る
緩
衝
層
の
大
な
る
比
重
で
あ
る
｡
こ

の
よ
う
な
経
常
親
梢
に
よ
る
階
犀
分
化
に
射
し
薬
園
が
如
何
な
る
秤
贋
造

作
用
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
上
述
せ
る
茶
菓
草
葉
腔
に
開
す
rO
発
明
か



ら
も
明
か
で
あ
ろ
う
｡
し
か
も
英
圃
規
磯
は
ほ
三

R
金
に
絶
無
骨
塊
肢
に

比
例
し
て
い
る
が
､
水
EE
に
つ
い
て
は
大
と
小
と
の
ひ
ら
T
Jが
比
敬
的
少

-
て
'
そ
の
規
確
は
終
紐
帯
規
梢
と
相
封
的
仏
銀
圃
博
で
あ
り
'
牡

っ
て

春
慶
窮
の
細
常
規
模
を
汎
発
L
t
細
轡
規
模
に
よ
る
階
屑
分
化
を
娘
介
す

ろ
も
の
は
薬
園
規
模
に
外
な
ら
ぬ
こ
と
が
ほ
ゞ
分
明
す
る
｡

自
小
作
別
並

に
段
家
輝
皆

に
対
け
あ
茶
菓
の
重
要
薩
は
上
に
述
べ
た
と

こ
ろ
FJ
あ
p
.
こ
.ゝ
で
は
-
｡
遅
さ
な
い
O

家
族
構
成
員

に
つ

い
て
は
､
′hU
の
員
数

と
経
常
規
曙
と
の
間
に
は

チ
ャ

ヤ
ノ
ア
の
小
鹿
野
魂
に
於
け
る
如
膏
密
援
な

る
連
関
は
見
出
yu
れ
ぬ
rLG
う

で
､
零
細
経
潜
規
隈
鹿
家
に
あ
っ
て
は
ま
瑛
労
働
を
完
全
に
触
燐
し
得
ず
'

塵
訳
解
娩
二
十
三
塊
以
下
は
姶
ん
と
す
べ
て
出
労
働
を
な
し
､
都
市
に
隣

接
せ
る
関
係
上
工
場
の
工
員
､
或
は
食
紅
員
､
更
に
官
公
吏
と
し
て
僚
御

労
働
を
消
化
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
｡
即
ち
五
十
五
月
中
約
年
教
の
二
十

六
戸
が
蘇
葉

に
ょ
つ
て
亜
滑
を
字

且
つ
ゝ
あ
る
O
又
上
層

の
三
戸
は
五
人

乃
至

l
人
の
年
雇
を
借
入
れ
'
茶
秦
労
働

に
担
三
千
人
乃
至

こ
す
四
十
人

の
自
修
夢
働
者
を
雇
傭
し
て
い
る
O

l
年
宮
人
以
上
の
日
傭
労
働
者
の
傭

入
れ
を
な
す
農
家
は
七
段
以
上
の
経
替
規
模
を
も
つ
農
家
番
蚊
十
九
番
以

上
の
上
層
に
九
戸
を
数
え
る
O

水
由
耕
作
農
家
は
五
十
五
月
中
tll十
五
戸
に
上
る
に
か
ゝ
わ
ら
ず
'
木

幡
に
は
家
畜
飼
育
は
首
う
に
足
ら
ず
'
魂
来
年
二
鎖
､
山
草
三
鋭
､
馬
豚

共
に
な
し
の
釈
瀞
で
あ
る
｡
従

っ
て
水
田
耕
作
の
た
め
に
牛
を
必
要
と
す

る
場
合
k

は
牛
を
似
て
す
る
帝
負
作
幕
叉
は
牛
の
貸
借
が
見
ら
れ
る
｡
帯

負
は

l
日
又
は
二
日
で
あ
る
が

(
二
戸
)
褒
借

の
事
例
は
十
五
戸
を
数
え

得
竜
は

1
E
It
長
巷
は
七
日

に
及
ぶ
.

農
機
具
に
つ
い
て
は
Ea
動
感
中
電
動
機
を
所
有
す
る
も
の
､
輿
某
工
程

の
も
の
を
の
ぞ

い
て
線
茎
数

(共
同
の
も
り
を
含
め
て
)
十
六
藁
'
石
油

発
動
確
で

l琴

所
有
農
家
戸
数
十

1
戸
'
紫
茶
用
の
電
鄭
磯
節
有
戸
教

宇
治
某
巣
農
村

の
飴
確

は
十
二
戸
'
幕
敦
は
共
有

〃
も
の
を
含
め
て
三
十
四
帯
と
た
っ
て
い
る
.

中
に
は
禿
及
び
釆
琴
内
用

に
用

い
ら
れ
る
も
の
が
少
敦
な
が
ら
見
出
さ
れ

る
｡
徒
者
が

T
月
平
均
三
基
に
上
声
に
射
し
､
前
者
は

i
･
五
墓
に
す
ぎ

ず
茶
業
奉

り
茸
本
構
成
の
高
さ
を
伸
語
っ
て
い
る
D

上
に
ふ
れ
た
よ
う
に
茶
園
栽
培
に
は
異
樹
園
夢
地
帯
仁
多
-
見

ら
れる

よ
う
な
明
白
な
改
良
樹
棟

の
使
用
は
行
わ
れ
ず
､
京
都
府
殊
に
茶
事

滑町

に
於
て
は
帝
国
願
に
和
げ
る
如
-
摘
採
鎌
も
使
用
さ
れ
て
ば
い
な
い
o
併

し
噴
霧
機

(潮
力
慣
劣
磯

に
非
ず
)

の
利
用
が
薬
園
農
奴
に
は
普
及
し
て

い
る
0
殊
に
pL
.屠
農
家
に
は
二
雫

111基
の
備
付
が
見
ら
れ
る
0
反
間
茶

園
農
家
t1
て
も
噴
霧
横
を
持
た
ぬ
も
の
､
四
反
五
畝
以
下
の
費
困
鯉
管
規

確
jk-有
す
る
も
の
二
十
六
戸
に
の
ぼ
り
､
そ
こ
で
は
僅
か
竺

声

の
み
が

7
番
ず

つ
の
噴
霧
椀
を
有
㌻
る
O

甚
雑
兵
に
つ
い
て
は
y
十
カ
ー
は
経
骨
組

同
帝
E
[反
毛
畝
以
上
に
頻
し

て

1
戸

｢
塵
か
所
有
し
'
苧
環
荷
車
は
六
反
八
畝
以
上
二
十

1
戸

に
射
し

十
二
栖
'
下
位
の
乗
業
鹿
家

ti
も
併
外
的
粧
リ
ヤ
カ
ー
三
遷

(
三
戸
)
辛

現
神
聖

rl姦

(
三
戸
)
が
見
ら
れ
る
が
'
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
段
薬
用
に

利
用
さ
れ
る
も
の
と
は
亨

入
ら
れ
な
い
｡
白
鞠
車
は
上
唇
農
家
下
層
農
家

を
闘
わ
ず

1
轟
を
そ
な
え
て
い
る
0
日
確
車
と
持
た
ぬ
農
家
は
五
十
泣
声

申
†
七
戸
で
あ
る
｡

水
田
耕
作

に
は
最
も
悪
要
な
る
農
具
た
る
牛
馬

ス
キ
を
持
つ
農
家
は
水

田
経
営
同
額
八
房
以
上
の
二
戸

に
す
ぎ
な
い
o
襲
親
機
に
つ
い
て
は

7
反

1
畝

の
畑
作
細
密
農
家
が

1
基
を
所
有
す
る
例
外
も
あ
る
が
､
他
は
す
べ

て
凹
反
九
畝
以
上
の
十

1
声
に
十
二
轟
を
そ
な
え
て
い
rG
｡

･

九

.

発
以
外

の
各
極
農
産
物
に
つ
い
て
概
助
け
れ
ば
'
作
付
反
別
に
つ
い
て

は

一
町
以
上

1
戸
､
入
反
以
上

1
戸
､
大
尽
以
上
二
月
'
五
反
以
上
五
戸

弟
六
十
五
懸

1
七
七

第

二
二
11壊

1
0

1



宇
治
茶
巣
農
村
の
塵
儲

計
九
戸
が
大
殿
完
仝
傑
春
慶
訳
に
属
す
る
も
の
JJ見
て
他
の
二
十
六
月
は

水
田
耕
作
は
行

っ
て
い
て
も
飯
米
濃
家

に
属
し
'
二
十
戸
は
水
田
皆
無
で

あ
り
'
上
層
に
於
て
は
某
の
漁
業
農
家

に
属
し
'
下
暦
に
於
て
は
僅
か
の

畑
作
梶
野
み
行
う
貧
陰
暦
に
属
す
る
｡
収
穫
高
か
ら
見
れ
ば
二
十
石
以
上

枕
席
す
る
俵
家
は

一
戸
'
二
十
石
以
下
十
石
以
上
の
農
家
は
十

一
戸
で
あ

り
'
十
石
以
上
供
凹
す
る
良
家
は
四
声
を
準

え
る
の
み
､
荒
石
以
上
仲
田

す
る
農
家
を
と
っ
て
も
六
戸
に
す
ぎ
な

い
.
米
作
よ
P
見
れ
ば
木
幡
が
如

何
に
貧
鶴
な
部
落
で
あ
る
か
仕
.1野
か
で
あ
ろ
う
.
歩

に
つ
い
て
は
供
田
息

五
斗
が
最
高
で
あ
り
'
二
斗
以
上
供
田
す
る
鹿
家
が
偲
か
に
七
戸
に
す
ぎ

な
い
O
米
審
以
外
の
主
食
た
る
甘
藷
'
馬
鈴
薯

に
つ
い
て
は
両
者
合
計
し

て
二
官
貫
以
上
牧
確
せ
る
農
家
の
階
層
別
分
布
JJ
示
す
な
ら
ば

冗

一
戸
平
均
収
量

34

即

75

0

3

4

3

4

丘

戸

野

8

3

6

3

経

昏

親

模

謹

誓

川

誓

柁

請

じ
れ
と
野
解
し
て
供
田
南
京
十
耳
以
上
の
農
家
の
分
布
空

不
す
な
ら
ば

l
戸
平
均
供
田
高

1
9

89

77

00

月

.L.

L:;

rTJ

･〓

7

.･.

経

､
昏

説

模

謹

ノ

ほ

～
川

誓

ほ

誤

甘
藷
'馬
鈴
薯
か

一
廠
各
暦
に
均
等
這

轟

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
･

更
に
む
し
ろ
貧
農
膚
が
白
線
用
と
し
て
細
々
と
鹿
計
を
保

つ
に
最
強
作
物

で
あ
る
こ
と
は
断
か
で
あ
る
が
､
俵
田

り
場
合
傾
向
･LJ
し
て
下
層
程
供
出

の
磨
裕
な
-
そ
の
治
ん
ど
が
自
家
用
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
〇
五
十
貰

以
下
の
仲

S=丑
も
考
慮

に
加
え
た
場
合

1
月
平
瀬

三
十

f
貰
僚
と
な
っ
て

鰐
六
十
五
巻

一
七
八

､
軍

]
･
三
錬

一
〇
二

三
尻
以
下
の
農
家
が
自
己
の
農
地
の
大
牢
を
打
者
'
馬
鈴
薯

に
あ

て
⊥伶

且
首
う
に
足
る
商
品
化
が
行
わ
れ
得
ぬ
こ
と
と
物
語
る
も
の
で
あ

る
0

衣
に
わ
れ
わ
れ
の
伏
見
税
務
賓
に
お
け
る
調
査

に
よ
れ
ば
､
木
幡

に
於

け
る
所
得
査
定
十
高
圏
以
上
の
農
家
分
布
は
夷
の
如
く
で
あ
る
O

脚
け

捌
け

柳
川

伽
け

榊
絹
5

川
比

誓

川

､塗

ほ

ほ
蒜

は
耶

経

営
規

模

の
小

な

る

に鷹
じ

て
所

得

鰐

が

低
く

な

る

り
は
自

明

の
世
で

あ
る
が
t
.7
反
以
下
で
は
兼
業
が
主
と
な
っ
て
段
楽
が
錐
と
守

晶

果
乗

築
所
得
が
農

業
肝
得
を
頼
通
す
る
た
め
分
布
の
割
合
が
鎖
巻
す
]{
現
象
を

示
す
も
の
で
あ
る
｡十

条
な
る
特
殊

作
物
を中
心
と
し
て
開
査
部
落
の
経
済
耽
潜
を
検
討
し
た

が
､
静
岡
塀
に
比
し
て
二

)
製
茶
の
稽
類
多
く

優
良
内
地
需
要
向

の
玉

野
'
宿
業
が
主
で
あ
る
.
三

〕
碑
林
回
教
が
年

一
回
'
/
二
番
茶
は
ま
れ
で

あ
る
｡
衛

っ
て
足
首
粧
栗
丘
も
少
量
で
あ
る
O
(
≡
)栽
培
に
は
樽
tL
丹
精

を
こ
ら
し
施
肥
虎
が
大
で
あ
る
｡
(
四
)
樹
齢
が
多
-
は
百
年
を
こ
え
て
い

る
｡
(
五
)
覆
下
園
で
あ
る
た
め
に
特
殊
の
労
働
を
必
要
JJす
る
O
材
料
費

莫
大
o
(六
)
生
産
せ
ら
れ
た
宋
茶
の
約
三
倍
の
荒
業
が
他
県
か
ら
移
入
.OU

れ
る
.
撃
の
経
啓
上

の
特
異
性
を
有
す
る
字
汚
茶
を
生
産
す
る
農
家

の
各

階
層
の
性
格

の
t
端
は
田
か
忙
し
得
た
で
あ
る
う
.
元
衆
茶
は
他
の
間
品

化
作
物
繭
'
煙
草
'牛
乳
'
ピ
ー
ル
番
な
ど
大
梁
本

の
制
度
の
fL
に
あ
.Q
農

産
物
た

比
し
丁
重

生
硬
農
民
層

の
'
及
び
hU
り
園
地
と
し
て
の
農
業
協
同

間
組
食

の
進
出
を
許
す
商
品
で
あ
る
.
わ
た
-
し
の
を
ゝ
え
た
奈
良
噺
.6
1

例

(
添
上
都
田
原
村
)
で
旺
森
永
興
英
骨
蘇

り
選
出
に

よ
る
菜
園
栽
培
農
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等
の
た
め
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ま
り
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な
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と
は
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か
で
あ
p
.
農
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手
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rCJiqL=
工
過
程
は
大
要
本

に
よ
F
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ず
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す
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能
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の
加
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を
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L1
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